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はじめに１．

浜松都市計画区域の整備、
開発及び保全の方針

（都市計画法第6条の2）

西遠都市圏
総合都市交通

計画

浜松市都市計画マスタープラン

浜松市立地適正化計画

浜松市総合交通計画

まちづくりと連携し、地域全体を見渡した面的な公共交通網を
再構築するための、公共交通のマスタープラン

即す

即す

個別計画
(環境、観光等)

整合・連携整合・連携

浜松市総合計画

即す

浜松市地域公共交通網形成計画

即す

浜松市の目指すべき将来都市像の実現を支える交通に関する「あるべき姿」と

その実現に向けた「取り組み」を示すもの

本計画の計画期間は「2020～2030年」の10年間とし、計画策定後、概ね５年後に計画
の見直しを行います。

１

本市においては、近年、人口減少社会の到来や少子高齢化の進展などの社会構造の変化に加
えて、東北地方太平洋沖地震の発生をきっかけとした南海トラフ地震の懸念が高まり、企業の
内陸移転など、都市構造の変化が進行し、大きな転換期を迎えています。

交通についても、自動車交通の増加による混雑や事故の多発、公共交通利用者減少等の交通
の問題や、社会構造・都市の変化に対応し、誰もが自動車に頼ることなく、安心して外出する
ことができる移動手段の確保・維持に取り組むことが求められています。

本計画は、これらの課題に対応し、暮らしやすく持続可能なまちを支えるため、公共交通を
中心とした交通ネットワークの構築を目指すための計画です。

本計画の対象区域は、市街地の郊外化、人口減少及び少子高齢化の進展、公共交通の衰退等
に対応する交通計画を立案するため、「浜松市全域」とします。

本計画は、浜松市の都市・まちづくりの将来像と交通のあるべき姿の実現を目指し、公共交
通分野の方針や目標、取組みを示すマスタープランに位置付けます。

◆ 背景と目的

◆ 計画の区域・計画の位置付け

図1－1 計画の区域
図1－2 計画の位置付け

◆ 計画の期間

浜松市

三遠南信
地域

愛知県
静岡県

長野県

岐阜県
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• 自動車に依存する傾向が高まっており、
公共交通の利用者が減少しています。

• 高齢化が進展し、自動車の運転を続ける
ことが困難な方の増加が想定されます。

• 全国的に高齢者による重大事故の発生が
問題となっています。

• 市内の交通事故死者は減少傾向ですが、
半数以上が高齢者となっています。

自動車を運転しなくても移動が出来る
交通手段を確保する必要があります。

• 東北地方太平洋沖地震以降、産業立地など
の内陸移転が進んでいます。

• 本市は基幹的な公共交通沿いに複数の拠点
を形成する「拠点ネットワーク型都市構
造」を目指しています。

• 公共交通は、浜松駅を中心としたネット
ワークを形成しており、市街地の拠点間等
の移動ニーズに十分に対応できない可能性
があります。

市内の拠点・居住地域間の移動ニーズへの
対応が求められます。

郊外においても、利便性が高い公共交通
サービスが求められます。

出展：西遠都市圏パーソントリップ調査
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公共交通に関する課題２．

◆ 社会情勢・都市構造の変化から見た問題・課題

●高齢者の移動を支える交通手段の確保

図2－1 代表交通手段分担率の推移

図2－2 市内の交通事故死者数

出展：浜松市交通事故統計

●産業集積地への移動状況を踏まえた対応

●都市機能誘導区域や居住誘導区域、
基幹的公共交通との整合

図2－3 将来都市構造

出展：浜松市都市計画マスタープラン（2020（令和2）年度策定）
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• 路線バスの利用者は過去40年で3分の１
にまで減少しています。

• バスの運転手不足等により、路線バスの
減便や廃止が生じています。

• 事業者の経営努力のみでは、公共交通の
維持が困難となっています。

• 近年では、MaaS、ICT等の効率的な交通
サービスを提供する技術が進展しています。

利用の水準に合わせた路線バスサービスの
見直しが必要です。
公共交通を維持するため、効率的な公共
交通体系が求められます。

高齢者等の移動を支えるために、公共交通の
維持が必要です。

今後も継続して、市民のニーズに応える
バスサービスを提供することが求められます。

路線バス利用者
の減少
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路線バス運転手の減少

バス利用者の半分以上が運転免許非保有

バスサービスへの満足度は高い

◆ 公共交通の現状から見た問題・課題

出展：浜松市統計書

図2－4 鉄道、バス利用者数の推移

出展：遠州鉄道、秋葉バスサービス、浜松バス提供データ図2－5 浜松市内のバス事業者の運転手数

◆ 公共交通に対するニーズ

図2－8 バス利用者の運転免許保有状況

出展：公共交通に関するバス利用者アンケート（令和元年実施）

図2－9 バスサービスへの満足度

図2－７ 路線バスの利用頻度

市民の約８割は「年に数回」より少ない利用頻度

●基幹・準基幹路線等の公共交通路線の見直し

●鉄道とバス、新たな交通モード等を
組み合わせた効率的な公共交通体系の構築

図2－6 ICTによるデマンド運行のイメージ

出展：平成27年版情報通信白書（総務省）

• 市民の約８割は「年に数回」より少ない利用で
利用者は限定されています。

• 路線バスは自動車を運転できない人の貴重な
交通手段となっています。

• 利用者はバスのサービスに比較的高い満足度
を示しています。



• 様々な地域特性に対応

• 市民生活の足としての機能

浜松市の魅力を高める、使いやすい公共交通ネットワーク
・

市民の生活を支えるために必要な公共交通サービスの提供

地域が主役となって育てる、持続可能な公共交通

• 地域特性に対応した公共交通サービスの提供

• 市民や来訪者が公共交通を使いやすいと感じる公共交通サービスの提供

• 公共交通を必要とする市民の移動ニーズに対応したサービスの提供

• 地域、交通事業者、市の3者が協力し、「地域の財産」として、効率的で、
より使いやすい、安全・安心な公共交通を提供

「浜松市総合交通計画」では、目指す交通の姿を 「交通ビジョン」として具体的に描き、
日常生活や産業経済活動などの５つの「くらし」のイメージとして、方向性を示しています。

本計画では、浜松市総合交通計画が目指す交通ビジョンを実現するため、「公共交通サービ
ス」及び「公共交通の運営、維持、管理する仕組み」に関する基本方針を示します。

＜公共交通に関する基本的な方針＞

4

公共交通に関する基本的な方針と目標３．

◆ 公共交通に関する基本的な方針

〇公共交通サービス

〇公共交通の運営、維持、管理する仕組み

＜交通ビジョンが目指す5つのくらし＞
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◆ 数値目標

図3－1 鉄道・バス年間利用者の目標設定

出展：第1回～第4回西遠都市圏パーソントリップ調査

図3－2 鉄道・バスの交通手段分担率の目標設定

出展：浜松市市民アンケート調査

図3－3 公共交通に対する市民の満足度の目標設定

鉄道・バスの代表交通手段分担率の向上を目指します

鉄道・バスの利用者数の増加を目指します

公共交通機関の利便性に関する市政満足度の向上を目指します

本計画では、計画の進捗と施策による効果を把握した上で、計画を評価し、見直すための判断
材料として、数値目標を設定します。
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都心や拠点及び居住地を地域の特性に応じたサービスレベルで結ぶことで、効率的なネット
ワークを形成し、市民生活を支える公共交通サービスを維持することを目指します。

交通結節点は、単なる乗り換えだけでなく、乗り換えの際に買物や行政サービスを受けら
れる等、生活と一体化した拠点となることを目指します。

将来公共交通ネットワークの構築４．

◆ 将来公共交通ネットワーク

◆ 交通結節点

総合ターミナル 乗り継ぎターミナル ミニバスターミナル

・市内外から訪れた人が、円滑に
目的地に行けるよう、わかりや
すい情報提供や、乗り継ぎしや
すい移動を実現することが可能
な拠点

・路線バスから鉄道や、タクシーから路線バス
などに円滑に乗り換えることが可能な拠点

・バスターミナルやタクシーベイなどの乗り換
えしやすい施設を設置

・自動車から鉄道や、自転車から路線バス
などに円滑に乗り換えることが可能な
拠点

・駐車場や駐輪場などの乗り換えしやすい
施設を設置

《イメージ》 《イメージ》 《イメージ》

【市街地・市街地外】

【中山間地】

• 都心と主要な拠点を結び、高い輸送力、
サービスレベルを持つ路線

＜基幹路線＞

• 生活拠点、産業拠点などの拠点を
結び、基幹路線に準ずる輸送力、
サービスレベルを持つ路線

＜準基幹路線＞

• 基幹路線、準基幹路線ではカバー
できないが、市民が居住する地域
を支えるために必要な路線

＜地区内交通＞

市民のみんなが
使いやすい公共交通
をつくるのじゃ

鉄道

 

 

路線バス鉄道

○市街地・市街地外

タクシー

○中山間地

地域バス

NPOタクシー

 

 

路線バス

路線バス



• 地域交通検討会の設置
• 運行状況、住民ニーズ把握（アンケート）
• ルート、運行形態、運賃等の検討
• 地元企業の協力、収支率等の検討

収支率
５％未満

本市では、市街地外や中山間地の民間路線バスが運行していな
い地域で、地域との協働により、日常生活を支える「地域バス」
を運行しています。

地域バスは、持続可能で使いやすい公共交通を目指すため、地
域、交通事業者、行政が協力しながら維持・改善するための枠組
みを設けており、公共交通を地域が主体となり守り、育てること
を目指しています。

改善運行（2年間）

維持基準 による実績の評価・チェック

満たす

改
善
運
行

次
期
改
善
運
行

現在の運行状況

運行改善計画

• 交通事業者等の関係者協議

路
線
の
改
善
検
討

• 地域交通検討会
で運行改善計画
案を作成

• 浜松市地域公共交通
会議で承認

運行廃止

7

公共交通（バス等）の維持・改善及び新規導入の基準・ルール５．

路線定期型交通

• 所定ダイヤで所定ルート上のバス停等で乗降を行う

デマンド型交通
（定路線型／
固定ダイヤ型）

• 所定のダイヤで運行し、予約に応じて乗降を行うバス停、
運行車両を決定

デマンド型運行
（自由経路ミーティ
ングポイント型／
非固定ダイヤ型）

• 運行ルートは定めず、予約に応じ所定のバス停間を最短経路
で結び、運行時間内は需要に応じて随時運行する

×× ICT技術による運行管理システムの導入
も検討可能
※H30.3からいなさみどりバスで導入

生活支援運行

＜地域バスの運行地域＞

満たさない

●地域バスの運行維持・改善の枠組み

1人/便以上 1人/便未満

・利用状況、収支を考慮し運行日数を検討
・地域に応じて運行形態を選択

表 地域バスの運行形態

※全ての路線において、地域が存続を望まない場合は運行廃止とする

上乗せ運行 継続運行 縮小運行

デマンド型
路線定期型

デマンド型

or

地域の
協力あり

地域の
協力なし
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路線機能向上策

交通結節点強化策

• 既存のバス路線を活かしながら、強化する
区間、新たに将来ネットワークとして設定
する区間の整備を進めます

〇公共交通ネットワークの再編

• バスレーン等、バスの走行性を向上させる
ハード整備に合わせて、バスレーン走行ルー
ルの周知・啓発等のソフト施策を進めます

• 地域の需要に適した運行形態の導入推進や
タクシーサービスの充実、NPOタクシーの
強化等を進めます

• 総合ターミナル、ミニバスターミナル、
乗り継ぎターミナルの整備を進めます

〇自転車との連携強化策

〇地域の実情に応じた運行形態の検討

〇持続可能な公共交通の整備

〇ターミナル整備

〇バス路線走行性の向上

• 鉄道駅やバス停への、自転車でのアクセス
向上を図ります

＜地域バス＞

＜サイクル＆ライド駐輪場の整備＞

将来公共交通ネットワークの構築、継続的なサービスの提供を目指し、様々な視点・手法に
より公共交通の利便性の向上、利用意識の向上を図るための施策を検討、実施します。

アクションプログラム６．

• 乗務員確保の取り組みや、複数のモビリティを
ひとつのサービスとして利用可能とする、
MaaS等、新技術の導入を検討します

出展：ＥＭｏｔホームページ（小田急電鉄）

＜MaaSアプリのイメージ＞

西友有玉南店屋上

＜公共交通空白地有償運送＞

＜バスレーンの設置＞

〇自動車との連携強化策

＜乗務員確保の取組み：特設ホームページ＞

• 鉄道駅やバス停への、自動車でのアクセス向上
を図ります

＜パーク＆ライド駐輪場の整備＞

春野地区

バスの速度、

定時性が向上

幅広い層に

乗務員募集

を呼びかけ

地域に適した

車両で運行

浜工高前
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• バス同士やバスと鉄道間の乗換え抵抗を低減
する乗継ぎ割引の導入を検討します

出展：遠鉄タクシー株式会社プレスリリース（2019年8月）

料金・情報案内施策

• QRコードによるスマートフォンでの決済
等、利便性を高める決済システムの導入を
検討します

〇キャッシュレス決済の推進

＜施策イメージ：決済機付きタブレット端末＞

モビリティ・マネジメントの実施

〇乗継ぎ割引施策の導入

〇その他割引施策の導入

• 各種料金割引により、利用者の料金負担を
抑え、公共交通の利用促進を図ります

• 既存の割引を拡充するとともに、免許返納
者割引の企画等、新たな割引運賃を検討し
ます

〇利用しやすい案内表示の工夫

〇交通情報の提供

• 利用者にとってわかりやすく、目的地まで
迷うことなく移動できるような案内表示の
導入や多言語対応化を検討します

• 鉄道・路線バス・地域バス等の経路を出発地
から目的地まで連続で検索可能なシステムの
導入等を検討します

＜施策イメージ：スマホアプリによるバス検索＞

＜施策イメージ：動画共有サイト等での
バスの乗り方の周知・広報＞

＜施策イメージ：スマートバス停＞

出展：西日本鉄道株式会社ホームページ

出展：遠州鉄道株式会社ホームページ

出展：遠州鉄道株式会社（Youtube公式アカウント）

• 市民全般への公共交通サービスや路線維持
のためのPRを進めます

• 転入者や企業、児童や高齢者等の利用者層
を絞った上で、行動変容を促す働きかけ、
交通事業者と連携したイベントの開催等の
取り組みを行います

公共交通を便利にする
取組みがたくさんあるので、
みんなも公共交通を使うのじゃ！

バス到着や

目的地案内を

おしらせ

支払い方法

を選択して

料金を決済
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計画及びアクションプログラムの見直しは、PDCAサイクルの手法を用いて、アクション
プログラムの進捗状況や施策実施の効果を評価し、行います。

各年に実施した施策については、1年ごとに進捗や効果を評価し、評価内容をもとに、ア
クションプログラムの修正の必要性を判断します。

今後10年の計画期間において、様々な要因により現状では想定していない社会情勢に変化
する可能性があります。

そのような状況の変化にも対応するため、計画策定から5年を基本として、基本的な方針
や目標に対する達成状況を確認し、計画の評価とアクションプログラムの見直しの必要性に
関する検証を行います。

計画の見直し７．

◆ 計画の評価

◆ 計画の見直し

図7－1 計画の見直しのイメージ




